
第２回鳥海朝日・飯豊吾妻緑の回廊（土湯の森）自然再生実施協議会

～平成２０年度「土湯の森」づくり事業計画を決定～

旧最上川スキー場跡地の自然再生を推進していくため、５月１日、戸沢村役場において

協議会を開催し、昨年度の事業結果を報告するとともに平成２０年度「土湯の森」づくり

について、承認を得ました。

昨年度は、植生の回復に向けた取組の初年度にあたり、刈り払いや植生のモニタリング

調査のほか、今年度植栽する稚樹の採取を行政（戸沢村、最上支署、朝日庄内森林環境保

全ふれあいセンター）と住民が協力して行ったことが報告されました。

二年目となる今年度の事業は、やまがたみどり環境税を活用した「みどり環境交付金事

業」として昨年採取したブナ等の稚樹の植栽を皮切りに、刈り払いなど昨年度実施した取

組を継続して行うことを決めたところです。

前回の協議会での意見を受けて実施し

た最上、庄内地方の小中学校の森林環境

教育アンケート調査では、小学校高学年

から中学一年生にかけて森林環境教育に

取り組んでいる割合が高いことや自然観

察やネイチャーゲームなど楽しみながら

学ぶことに重点をおいたもの、森林の働

きに関する環境教育への要望が多いこと

も説明されました。また、スキー場跡地

の活用については、多くの学校で移動距

離が大きな障害とされている一方で、参

加を期待できる学校もあることが報告さ

れたところです。

委員からいただいた「昨年の活動やア

ンケートの結果を参考に対応をお願いす

る」「年間の計画を決めた方が良い」「活

動の報告や意見をもらうホームページの

デザインの検討をしたらどうか」などの

意見を踏まえ、今年度の取組に向けて準

備を進めることとしています。
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